
様式８－２－２ 

 

５．安全性への配慮（標準工法以外） 
 
■様式８－２－１ 基礎工法判定で「標準工法以外」を提案の場合のみ記入の

上提出して下さい。 

 
（１） 概要 

 施設名 メーカー名 工法名称 型式等 添付資料 ※１ 

      

      

      

      

      

      

 

（２） 製品仕様（※型式毎に作成して下さい） 

 項 目 内 容 添付資料 ※１ 

① 寸法 縦   (mm) × 横   (mm) × 高さ   (mm)  

② 重量 (kg)  

③ 材質 
（全部品の規格・材質について記入してください） 

 

 

④ 塗装仕様   

 

（３） 工法の有する性能（※型式毎に作成して下さい） 

 項 目 内 容（出来るだけ具体的に記載ください） 添付資料 ※１ 

① 
既存屋根防水層

への影響 

  

② 構造性能   

③ 風荷重性能   

④ 施工性   

⑤ 維持管理性 （建物の事前調査、完了時検査についても記入してください）  

⑥ 
基礎製品固有の

設計耐力 

（設計用の引張強度およびせん断強度等の判定方法を記して

ください） 

 

・計算で求めた場

合は、計算根拠。 

・実験で求めた場

合は、試験データ、

報告書等の添付。 



 

（４） 設置実績 

提案基礎施工実績施設名 場 所 数量等 

   

 

※設置状況が分かる写真等があれば、添付してください。 

 

 

※１ 添付資料の欄には、添付する資料内容（試験成績書、品質証明書、計算書、説明書、図

表、カタログ等）を記載してください。 

 

(注) 

● 試験成績書を提出できる場合については、公的な試験機関によるものは試験機関が発行す

る成績書を添付し、メーカー自社等の検査部署によるものは、試験者印または試験部署印、

試験日、試験員、試験内容、判定方法、試験結果等が記載された成績書を添付してください。 

 

 


